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＜病棟連絡事項＞
春の健康診断レントゲン予約表が原本の他にコピーが作られていたため、一本化いたしましたので予約をされた方は今一度確認をお願い致します。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・福嶋　フクヱ様～東病棟C5号室
【転出】
・河原木　しすゑ様～東病棟C6号室→南病棟C205号室

＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～腰痛の訴えあり、主治医よりロキソプロフェン(60)2T　２×朝・夕にて７日分処方。以後定期の指示。

・田村　隆己様～排便-8日目。田名部Dr.よりグリセリン浣腸処方あり施行。反応便多量に見られている。
・小栗　健太郎様～妙光苑スタッフとのオンライン面会実施。入院中の様子など確認している。面会後も気分の変調など見られない。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察中は他室侵入し他者の私物を弄る迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。午前右上肢、午後左上肢それぞれ1時間ずつ拘束解除している。一時解除中危険行為見られず経過。再拘束も拒否は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・瀧　タキ様～他者トラブル等無く穏やかに過ごしている。危険行動なし。

・小湊　聰子様～車椅子で過ごしている。疎通はほぼ取れず。危険行為、不穏興奮なく経過している。

・佐々木　理佳様～幻聴の訴えはなく落ち着いて過ごしている。ワクチン副反応による発熱は解熱している。下腹部痛訴えあるが自制内で経過している。

・堀田　弘子様～バイタルサイン異常無し。疼痛の訴えも聞かれず穏やか。ほとんど臥床して過ごしている。食事は数口しか摂取せず。指示の点滴施行している。

＜小柳Dr.患者様診察情報＞
・坂本　和子様～希死的発言あるが切迫感はないため介入せず様子観察。臨時薬同内容　で処方。

・笹本　岩男様～引き続き点滴のみの栄養で経過。

・関橋　長一様～引き続き点滴のみの栄養で経過。

・城前　実様～臨時薬同内容で7日分処方となる。退院先はGH検討中。

・竹内　礼子様～徘徊、不潔行為、他者介入、介護抵抗などは、ロナセンテープを使用したところそれら症状の質、量ともに低下しているようであるため引き続きロナセンテープを使用。臨時薬同内容で処方。

・下川　アキ様～食事摂取量は低下傾向であり、午前の覚醒が悪いことから4/6～リスペリドンを1.5㎎→1.0mgに減量。

＜深澤Dr.患者様診察情報＞
・澤口　利香様～拘束解除時間について
午前中→8:30～昼食まで右手解除、午後→昼食後～16:00まで左手解除で許可あり。
食事変更希望出ているが食事変更しないと主治医より説明。
また、本人様より「朝方が一番辛くなるから起床時に飲める薬ってないの？」と訴えあり。→主治医より朝食後薬を起床時（6時）に与薬するよう指示あり。1週間（3/31～4/6）は朝食後薬を6時に与薬し様子観察するとのこと。本人様より希望あり便秘時センノシド（12）２TがピコスルファートNa内用液に変更となる。

・飯田　修子様～臨時薬のレボトミン(25)１T毎食後中止、オランザピン(10)→(5)に減量。その他同内容で処方となる。

・中山　真由美様～指示・処方の変更なし。

・船木　惠美子様～指示・処方の変更なし。

・竹洞　総子様～指示・処方の変更なし。

[bookmark: _GoBack]・佐々木　博子様～指示・処方の変更なし。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和4年3月30日　 11：21
　氏　　名：福嶋　フクヱ（ふくしま　ふくえ）様
　生年月日：昭和5年12月20日　91歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr.（深澤Dr.）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット5号室


　＜経過＞
　R3年1月11日、アルツハイマー型認知症のBPSD治療目的に当院初診している。　薬剤調整を行い、かかりつけの大里脳神経リハビリテーションクリニックでの治　療継続をしていたが、R3年の秋ごろよりBPSD悪化が顕著となっている。尿・便失　禁が多くなり、排泄後の処理が適切に出来ずに清潔保持ができなくなっている、また、家族の知らないところで怪我をし肋骨骨折をしていた、活動性が低下しADL　の低下が見られる等、独居生活が困難となってきている。家族も対応に苦慮しており、入院治療の希望あり。薬剤調整、環境調整を目的としてR4.3.30　11：21医療保護入院となる。

【緊急時】当院にてDNAR
【CSセット】Bプラン、オムツ②
【車椅子】レンタルなし
※必要そうであればレンタル契約可
【コロナ】ワクチン2回済
※3回目は当院で接種
【売店】1000円/月可
※短期間で太ってしまったのであまり多くは食べさせないで欲しい
【義歯】上下総義歯


